
Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

艮召孝［τ35年 8 月　1　日 X509− −187

頸癌 の遠 隔転移 と末稍』血．中の 癌細胞

　　　　 弘 前大 学隊 学部産科 婦 入科学 教 室

品 川　信 良 　　須 藤　一
成 　　松 本　 新

　頚癌 の治療 は従来 ヲ 原 発巣 と所属 リン パ 腺 とに

対 して主 と して行わ れ ， 遠隔転移に つ い て は 余 り

考慮が払 われ なか つ た 、

　他方 ， 癌患者の 流血 中に癌細胞が検出 され る と

い う 事 実 は す で に 古 くか ら 認 め られ て い た が ，

Engell1） や Sandberg2）等 の 研 究が契機 となつ

て 最近 ， 頚 癌に つ い て も種 々 の研究がすすめ られ

て い る。 こ の問題の 概略 と こ れ に 対する私達 の 見

解 は す で に 産 婦人科 の実際の 誌 上に報告 の 通 りで

ある が ， 本稿に お い て は ，頚 癌劃検 髭 42例 に み ら

れ た 遠隔羝移 と， 各種産婦人科 念性腫瘍患者45例

に つ い て の 末榾1虹巾癌細胞の 検索成績 とに つ い て

報 告す る とと もに ， 癌 細胞 とか な り紛 らわ しい 異

型細抱 を末稍』往中 に 見出 す ご と は ，癌で な い 砺会

に も決 して稀 で な い こ とに つ い て 述 べ る．

　　　　　　　　　 成　　績

　 1） 剖檢屍 ll2例の遠隔轉移

　從来 g 頸癌の 遠隔轉移は主 として リン パ 行 に よつ て 行

わ れ血 行性の おの は 少い とされ て き たが ， 弘前大学医学

部附鷹病院産婦人科におい て ， 1948年 か ら1959年ま での

1曄 間 に死 亡 した 領癌の 剖檢屍42例 に つ い て の 遠隔轉移

を見 る と．舜曼1 に 示 づ
．』
よ うに ， 鴦、「iが 1鱗列 （43％）で最 も

多 く，次 い で 肝13例 （31％），腎 8例 （19％），以 下脾や 骨

の 順 とな り， 血行性轉移 に よ る と思われ る遠隔轉移は少

表 王 璽：癌 剖 検 屍 42f列の 遠 隔 転移

％

4

くと も末期 の 頸癌では少 くな い 、

　2） 癌細胞 の 流血 中出現頻度

　そ こ で ， 生存中の 頸癌患者の 宋梢．血中に は瘍細胞が ど

れ位認め られ る か を宇野 の 二 糞蓚酸法
4）

を用 い て檢索し

た．

　すな わお， 二 重蓚酸溶液 2ccを入れたス ビ ッ ッ
・グ ラ

ス に肘靜脈血 5cc を移 し ， 2，500囘轉 15 分間遠心沈澱

し，上屡を捨て ，有核細胞層を 毛細管ピ ペ ッ トで吸．引 し

て ，の せ 確子 に の せ ， そ の 上 にア セ ト 。ゲ ン チ ア ナ ・ビ

オ レ ッ トま た は ア セ ト ・
ア ニ リン ・ビオ レ ッ トを 1 滴滴

下 し， デ ッ キ e グ ジ ス を かぶ ぜ て 鏡旗した。

　卵葉癌，悪 性 絨毛上 皮瞳を含む45例の 産婦人科恵性腫

瘍患者 に つ い て の 末梢エ血中へ の癌細胞の 出現頻度は表 ［1
に み る ご とくで あ る。

麦 且　 癌 恕i胞 の 流血 中 出現頻度

病 　 　 名 例
．
数

子

宮
　 　 　 H［期

認
1

「 醐

工期

II期

小 計

術 後 II∫発

那 巣 癘

　　外
叭

癌

＿ 輝　 縁．
L．一一　 童L−．．．

4　 「　 1 〔Lt5）

疑 陽 性 　　 　賜 　 性

（％ ）　　 （％ ）

　 　 　 　 　 1｝

6 0

915L − qi
　 5 （33）

3窪　　　 6 （18）

6　 　　 1 （17）
／　 　 ！
　 一一．．11
　　 1o

1 （11）

1 （7）i
2 （6）i
o　

−
i

　 　 ＿［

1（1璽 1
　 　 　 　 O　　　　　 e−．．．一一．．一 一 1− 一一．一一．
345 　 0　 　　 　 　 0一

ラ （16 ）　 1まて
．
bI

転 移 　 i 例 数

肺

［，　1−’

腎

脾

：Lδ

］38
曲
ー亠
　、
鑒」

3
　つ
ー

『
ガ

岾
コ 5

大　網 4

　 　腸 間 映 　 　 　 　 3
　
「 宣隔幌

　
1
−−

T
−”
2
…

广
t712

r「

其 の 他 9 ワ］

　癌細胞 と思わ れ る細胞 を認 め た もの は 卵葉癌 の 1 例 を

含 め て 僅 か 3例 （T％ ），疑陽
・lt；i三と判定 さ れた もの は 7 例

（16％ ）であつ た．こ の うち頸癌34例だけに つ い て み れ

ば ， 陽性 の もの は 韮t期 と W 期 とそ れ ぞ れ 1例ず っ 計 2

例，疑膨性 の もの は ．i
．
期 に 119叮，∬1期 に 5 例 で 計 6例 で

あ つ た ．他方，肘靜脈血で は 再三 の 餓査にもか か わらず

癌細胞 は 陰性で あ っ た が ，剖餓晦 に 得 た 内腸骨靜脈ホ に

は癌細胞 を 確実 に認 め た もの が 1 例あ る．

　3） 手術躁津 と異型細胞出現 との 関係
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